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Ⅰ 教育に関する事務の点検・評価について 

 

  伊方町教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況を自ら点検評価を行い、その結

果を報告書にまとめ、議会に提出するとともに、町民の皆さんに公表してお

ります。 

この点検・評価は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、町民のみな

さんに対する説明責任を果たすことを目的としています。 

また、伊方町教育委員会は、毎年「伊方町教育行政の重点施策」を策定して

います。 

点検・評価に当たっては、平成２８年度伊方町教育行政の重点施策の、特に

重点的な取組等を対象としました。 

なお、この点検・評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見を活用し、事業の項目ごとに４段階の評点を明示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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Ⅱ 平成２８年度 伊方町教育委員会教育重点施策 

 

１ 伊方町の将来像（伊方町総合計画より抜粋） 

 

（１）本町のめざす将来像 

 

 輝く人々・豊かな自然 「 よろこびの風薫るまち 伊方 」 

～みんなが選ぶ佐田岬、しあわせ感じる佐田岬～ 

 

（２）まちづくりの基本目標・・・教育・スポーツ・文化面 

～「ふるさと愛いっぱい」の人材（人財）が育つまちづくり～ 

 

   「人づくりがまちづくりの基本」であり、「教育の原点は家庭にある」と

いう原則のもと、家庭教育を重視し、家庭・地域と一緒に次代を担う人材

（人財）の育成を図ります。 

学校教育は、家庭・地域との連携をさらに強め、地域資源を十分に活用し

ながら、幼児期・児童期・思春期（保育所、将来の認定こども園、小・中学

校、高校）を通じて「知・徳・体」のバランスのとれた教育、郷土をより深

く愛する心を育成する教育に取り組みます。また、グローバル化・情報化が

急激に進展する社会を生き抜く力として、ICT 等を活用して課題を解決する

能力を有する人材（人財）の育成に努めます。 

生涯学習・スポーツ分野は、自治公民館を基盤に各世代の要望に基づく学

習活動の活性化と心身の健康増進につながる生涯スポーツの普及を図り、町

民の主体性を発揮する機会の拡大に取り組みます。 

文化振興と文化財保全の分野は、佐田岬半島の伝統文化を継承し、新しい

文化の創造につながる環境づくりを推進します。 

また、町民の学習・スポーツ・文化活動の成果が地域活動やボランティア

に発展し、さらに地域課題の解決や次代の人材（人財）育成につながる（循

環する）よう、本町独自の生涯学習社会を構築します。 

 

 



 ３ 

 

２ 伊方町の教育行政 

 

（１）教育目標・・・ふるさとを愛し、豊かな心を育てるまちを目指して 

 

この目標は、教育行政と町民との協働作業により、郷土伊方の自然や 

歴史と文化の継承者であるすべての子どもたちが、生きる力や確かな学

力を育み、自らの居場所と夢を持ちながら元気に世界にはばたけること

を、また、すべての町民が健康で主体的に学習し、人生に誇りと希望を

もって心豊かに生きることを願って定めたものです。 

  

（２）基本方針 

 

     佐田岬半島の伝統に立脚しながら、「佐田岬の自然に抱かれて、一人

ひとりが心の豊かさを大切にするまち」の実現を目指し、次の事項を基

本方針として定め、学校・家庭・地域社会の連携協力のもと、本町教育

の充実に努めます。 

 

１ 社会総ががりで取り組む教育 

家庭や地域の教育力の向上を図るとともに、学校、家庭、地域が連携・

協働して、次代を担う子どもたちの健やかな成長を支援します。 

 

２ 特色ある学校づくり 

  学校の創意工夫を生かした特色ある学校づくりとともに、外部に開 

かれた信頼される学校づくりを推進します。 

 

３ 安全安心な教育環境・豊かな心、健やかな体を育てる教育 

防災教育の推進や地域ぐるみの学校安全対策の充実に取り組むとと

もに、子どもたちの豊かな人間性や健康・体力など、社会で生きる力を

育みます。 

 

４ 教職員の資質能力・確かな学力を育てる教育 

教職員の専門的知識・能力と社会人としての資質の向上を図るとと 

もに、子どもたちが学習意欲を高め、基礎・基本の習得に取り組むこと

により、自ら学び自ら考える力などの生きる力を育む学校教育を推進し

ます。 

学力を向上させていくために、個々に応じたきめ細やかな指導やＩＣ

Ｔ教育の推進・家庭との連携による学習・生活習慣の確立により、確か

な学力の定着と向上に努めます。 
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５ 人権尊重の教育・特別支援教育 

互いの人権が尊重される社会づくりを目指し、あらゆる差別、偏    

見を解消するための人権・同和教育を推進するとともに、障がいのあ    

る子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育への取り    

組みを進めます。 

 

 

６ 生涯学習社会づくり 

伊方町生涯学習推進計画に基づき、学習をとおして町民一人ひとり    

が自分自身を高めながら、人々との交流を促進し、学んだ成果を地    

域社会に生かしていくことにより、学び、伝え、共に創る生涯学習社会

の形成を目指します｡ 

 

７ 地域文化の継承 

優れた文化に接する機会の提供と、文化活動の支援や文化の振興・交

流促進を図るほか、文化財の保存・活用に努め、個性豊かな地域文化を

創造します。 

 

８ 情報社会への対応 

タブレットＰＣ等の情報機器やネットワークを活用した多様な教育

を行い、高度情報通信社会に対応できる人づくりを推進します。 

 

９ えひめ国体 

えひめ国体開催に向け、ジュニア期からの選手の育成・強化に努め    

るとともに、町民総参加のスポーツと健康教育を推進します。 
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＊＊＊ 学 校 教 育 ＊＊＊ 

 

１ 重点施策 

 

 （１）学校の自主性・自立性を生かした、特色ある学校づくり 

    ・学校の創意工夫を生かした特色ある学校づくりを進めるとともに、

外部に開かれた信頼される学校づくりに努める。 

 

  （２）生きる力の育成と確かな学力の定着 

       ・自ら学び自ら考える力を育成するため、児童生徒一人ひとりに応じ

たきめ細やかな指導を行うとともに、家庭との連携による学習・生活

習慣の確立を図り、生きる力の育成と確かな学力の定着を図る。 

       ・研究指定校での実践研究を進めるとともに、学習状況調査を実施す

るなど、学習指導の一層の改善・充実を図り、基礎・基本の定着と確

かな学力の向上を目指す。 

    ・中学校において、教育活動指導員（Ｔ．Ｔ）を配置し、一人ひとり

の到達度の差に応じた、分かる授業への支援活動を行う。 

 

  （３）教職員の資質・能力の向上 

       ・各種研修の改善や勤務経験の多様化などを通じて、教員一人ひとり

の専門的知識・能力と健全な社会人としての資質向上に努める。 

    ・多様な研修の確保に努めるとともに、教員の自己研修を奨励し、学

習指導力の向上に努める。   

    ・教育公務員としての服務と責任を自覚して、実践的指導力の向上に

努める。 

 

  （４）生徒指導の徹底と健全育成 

ア 健全育成の充実 

      ・「早寝・早起き・朝ごはん」運動を推進するなど、基本的な生活習慣

の定着に取り組む。 

    ・児童生徒の健全育成のため、本人の立場に立った相談活動に力を入

れるとともに、家庭や地域、関係機関との連携を強めた生徒指導に努

める。 

       ・人間尊重の学校づくり・・・全教育活動における指導の充実を図る 

人権・同和教育を推進する。 

    ・子どもたちの豊かな感性や創造力などを育んでいくため、読書環境

の充実に努める。 

イ いじめなど問題行動への積極的な対応 

       ・児童（生徒）健全育成委員会などと連携し指導者の育成に努める。 

      ・問題行動への毅然とした対応・・・関係機関・教委との連携と迅速 
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な対応・処置に努める。 

・不登校児童生徒への対応・・・愛情と受容・自立への支援・柔軟な 

対応とハートなんでも相談員などと

積極的に連携し、指導相談体制の充実

に努める。 

 

（５）特別支援教育の推進 

・児童生徒一人ひとりの障害の実態を正しく把握し、それを個性と捉え

て指導内容、方法の充実に努める。 

・学習障害、注意欠陥、多動性障害、高機能自閉症等を含むすべての障

がいのある子どもへの特別支援教育の体制を図る。 

 

（６）安全・安心な学校づくり 

・児童生徒の安全第一とした地域ぐるみの学校安全対策を充実するとと 

     もに、安心して教育できる環境づくりに努める。 

・学校教育施設・設備の整備充実に努める。 

     ・学校保健・生活習慣病対策・学校給食など「食に関する指導」の充実 

に努める。 

 

（７）情報教育の推進 

・情報機器を活用した学習指導やコンピューター操作等の習熟に努める。 

・情報の選択能力と活用能力の育成に努める。 

 

 （８）国際理解教育の推進 

      ・広い視野をもち、異文化を尊重し、共に生きていく資質や態度を育て 

る。 

    ・国際化の進展に対応し、外国語指導助手をとおした文化活動や文化交 

流を行うなど、相互理解と国際親善に努める。  
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＊＊＊ 社 会 教 育 ＊＊＊ 

 

１ 重点施策 

 

（１）学び、伝え、共に創る生涯学習社会の形成 

・生涯学習の啓発と促進 

    生涯学習に対する認識を深め、町民一人ひとりが自発的に学習に

取り組む意欲を高める。 

・生涯学習支援体制の充実 

    町民一人ひとりが、いつでもどこでも生涯学習に取り組み、充実

した人生が送れるよう支援体制を確立する。 

 ・高度情報通信社会に対応できる人づくり 

・図書館活動の充実 

読書離れの進む今日、想像力を伸ばし、思いやりの心を育む読書 

を勧めるとともに「本を読む楽しさ」を伝え、「本との出会い」の場

を提供する。 

 

（２）家庭、学校、地域が連携・協働した青少年の健全育成 

    ・家庭・地域における教育力の向上 

      子どもの成長段階ごとの生活課題を的確にとらえ、人と人のふれ

あいや自然体験をとおして、心豊かな子どもを育てる。 

    ・地域における青少年活動の推進 

地域における青少年の体験の場を確保するとともに、子どもが自

ら考え、主体的に判断し、行動できるよう支援する。 

 

（３）自治公民館活動の充実と住民意識の向上 

    ・自治公民館活動の充実 

      地域住民の連帯意識を育てる拠点としての自治公民館活動の充実

に努めながら、自治意識を高め、心豊かなふるさとづくりを推進す

る。 

    ・地域が主体的に取り組む自主活動及び生活運動の推進 

      住民が自主的に取り組む活動を支援する。 

                                

（４）地域ぐるみの人権・同和教育の推進 

・人権意識の高揚と啓発活動の充実 

地域における様々な取り組みを人権の視点で捉え直し、地域住民

の参加・交流活動を推進するとともに、広報紙や視聴覚ライブラリ

ーなどを活用し、家庭・地域に人権文化を根付かせるための情報提

供等に努める。 

    ・様々な人権問題解決への意欲と実践力を培う教育 

      参加型体験学習の手法を取り入れるなど研修の充実を図り、差別
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の現実に学ぶことをとおして、同和問題をはじめとする様々な人権

問題の解決に向けた実践力を身につける。 

・地域間における交流活動の展開 

    地域課題を踏まえながら、子ども会・学級等を育成するとともに、

課題解決に向けた学習・交流活動の充実に努める。 

 

（５）地域に根ざした個性豊かな文化の振興 

    ・郷土の特性を生かした文化活動の推進 

      「やすらぎ・うるおい」が求められる中で、創造的な芸術・文化活

動を推進するとともに、地域の良さを生かした生活文化を創造する。 

・優れた作品や芸術に学ぶ機会づくり 

佐田岬半島の個性豊かな地域文化の創造と伝統文化の保存・継承と

ともに、本物の芸術に「見て・触れる」ことができる場の提供。 

    ・文化財の調査・研究・保存及び活用 

文化財の調査・研究を推進し、保存や活用を図るとともに、町見

郷土館の効果的活用をめざす。 

 

（６）町民総参加のスポーツと健康教育の推進 

    ・日常生活の中で親しむ生涯スポーツの普及振興 

町民自らがスポーツ・レクリエーション活動に取り組み、健康で

生き生きとした生活を創造するための事業を展開する。 

    ・指導体制の確立と施設の有効活用 

町民一人ひとりが年齢・性別・体力・好みなどに応じて、日常の

スポーツ活動を展開できるよう支援する。 

    ・えひめ国体の推進 

      えひめ国体の開催に向け、推進体制の確立と施設の整備及び関係

諸団体との連携を図る。 

      ７月開催のリハーサル大会の成功に努める。 

                                       

（７）国際交流と人・地域づくりの推進 

    ・国際交流の推進と人材育成事業の拡大 

      国際交流活動を推進し、異文化を学習する機会の提供を図る。 

      「ひとづくり」を展開するため、人材育成に努める。 

    ・地域づくりへの女性の参画促進 

      女性団体との連携を深め、自主的な学習活動を支援するとともに、

女性の地位向上を図り、より良い町づくりへの参画に繋げていく。 
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Ⅲ 教育行政執行の概要 

  学校教育においては、「ふるさとを愛し、豊かな心を育てるまちを目指して」

を基本目標に、基礎学力の確かな定着を図りながら個性や創造性を尊重した

教育を展開してまいりました。また、自ら学び考え判断する力、自らを律し

つつ他人を思いやる豊かな人間性など、個々の能力や適性に応じて学ぶ意欲

を高める、きめ細かな指導に努めました。そして、子ども達の「生きる力」

の育成を目指し、学校・家庭・地域がそれぞれの持つ教育的機能を発揮しな

がら相互連携・協力し取り組みました。 

  また、子どもたちに必要な体験学習や、問題解決的学習、道徳教育や生徒

指導の充実に努めました。変化の激しい時代にあってもたくましく、次代を

担う子どもたちの育成と、生涯を通じて学び続ける意欲を育てるために創意

や特色ある開かれた学校づくりの充実に取り組みました。 

  本町独自の学校間交流事業では、町内の児童生徒の交流が図られ意義ある

集団活動ができました。 

  学校安全については、学校防災マニュアルの修正を図り、有効に機能する

校内体制を整備し、防災教育や訓練の実施を通じて危機管理意識の向上に努

めました。また、学校の防災力向上を図るため、全ての小中学校の教員が防

災士資格を取得いたしました。さらに、教育施設全般の諸点検の実施と整備

を行い、安全・安心な学校づくりに努めました。 

  いじめ問題等の解決については、引き続きスクールカウンセラーやハート

なんでも相談員、スクールソーシャルワーカーを配置し、迅速に対応できる

体制の充実と適切な教育指導により、いじめ等を許さない学校経営に努めま

した。 

  特別支援教育については、教育支援委員会の設置により、きめ細かな教育

を展開するとともに、障がい等を有し学校生活への適応が困難な児童生徒

が、豊かな学校生活が送れるよう支援員を配置しました。 

  学校給食については、衛生管理に万全を期し、栄養バランスのとれた給食

の提供に努めました。引き続き、地元食材の活用に努めて参ります。 

 

【主な施設整備及び事業等】 

○ 伊方小学校等プラットホーム改修工事    

○ 三机小学校校舎外部改修工事 

○ 大久小学校換気扇等修繕工事 

○ 伊方中学校手摺設置工事 

○ 伊方町学校給食センター造成工事 

○ 伊方町学校給食センター上水・雨水排水敷地外工事 

○ 伊方町学校給食センター建設工事（繰越） 

○ 伊方町学校給食センター給食車整備事業 

 

 

 



 １０ 

社会教育では、多様な住民ニーズの的確な把握に努め、時期に応じた学習機

会の拡充や、地域間交流を育む生涯スポーツの推進、豊かな心を培う芸術・文

化の向上を重点に進めてまいりました。また、学社融合にも力を入れ、生きが

いとゆとりをもてる地域社会づくりに努めました。 

文化の振興については、文化財の調査・保存に努め、文化財に対する町民の

関心と理解を深めるとともに、地域に伝わる伝統的な文化の保存・伝承にも努

めました。 

人権学習については、あらゆる人権問題や差別の解消を目指し、広報活動や

地区別懇談会、各種研修会への参加をとおして、人権意識の啓発を行い基本的

人権が尊重される「明るく心豊かなまちづくり」の推進に努めました。 

生涯スポーツの推進については、社会体育事業の充実を図り町民の健康保

持・増進のため、それぞれの体力に応じたスポーツ・レクリエーションに親し

む機会を提供するとともに、体育施設の適切な維持管理に努めました。また、

伊方スポーツセンターの運営を指定管理者制度に移行して９年目となりますが、

より一層、利用者の拡大に努めました。 

えひめ国体開催準備の推進については、平成２８年４月に国体準備室から国

体推進室へと室名が名称変更され、職員数も専任３名、兼任１名と増員され、

えひめ国体開催に向け推進体制の強化が図られた。平成２９年度開催の第７２

回国民体育大会に向けて本町で開催されるバレーボール競技会の円滑な運営を

期するために、日本バレーボール協会及び愛媛県バレーボール協会等との連携

強化を図るとともに、町内で開催された各種イベントにおいて、啓発物品の配

布等による広報・啓発活動に努めました。 

図書館については、読書機会の拡充とインターネット蔵書検索システム導入

による利用者の拡大に努めました。 

 

【主な施設整備及び事業等】 

  ○ 町民グラウンド夜間照明修繕工事（高圧受電設備更新等） 

  ○ 豊之浦地区体育館修繕工事（床修繕工・天井修繕工他） 

  ○ 伊方スポーツセンター プール用滅菌器取替工事 

○ 小学校国内派遣事業（北海道泊村） 

○ 第８回バレーボール教室 

○ 佐田岬マラソン大会２０１６ 

○ 文化公演事業 

○ 成人式 

○ 生涯学習推進大会 

○ 各公民館・図書館・郷土館事業の実施 

○ 御籠島洞窟式砲台跡三次元計測委託業務 

 

※詳細については、評価・点検表をご覧ください。 

 



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

大項目

Ⅳ  平成２８年度　伊方町教育委員会に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価について

点検・評価について ４段階 良　好 概ね良好 やや悪い 改善が必要

中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等

１

教
育
委
員
会
の
活
動

（１）教育委員
会の会議

①開催状況、回数等 Ａ A

・教育委員会は、４月から３月まで毎月開催され報告や議事につい
て審議がなされた。
・５月に教育委員の改選、２月に委員長の人選、３月に教職員の人
事について臨時会を開催した。
・委員の出席行事等の日に合わせて時間を調整して開催したり、出
席しやすい日や時間帯に開催する等、連絡を図りながら調整してい
る。
・議事録を作成し、翌月に確認をしている。
　

学識者の意見
・計画どおり開催されているようです。引き続き、毎月の定例会及
び必要に応じた臨時会の開催をお願いします。

②運営の工夫 Ｂ B

・学校教育室長、生涯学習室長、国体推進室長、中央公民館長も出
席し、現場の意見や、より詳細な活動報告を行う等、広く情報の共
有や意思疎通に努めている。
・できるだけ、事前の審議ができるよう議事の確認を行っている。
・町教育行政の課題や問題点を、必要に応じて意見交換・資料提供
等ができるよう努めている。

学識者の意見
・課題や問題点について、解決策を見つけて対応する等、充実した
会議となるようさらに努力して下さい。

（２）教育委員
会と事務局の
連携

教育委員会と事務局の連携 Ａ A

・必要に応じて、連絡を取り合いながら連携を図っている。
・委員の意見等を取り入れ、資料収集・資料提供に努めている。

学識者の意見
・継続して、相互の連携が図れるよう努めて下さい。

（３）教育委員
の研修

研修会への参加 Ｂ B

  ・教育委員の研修には、積極的に参加すると共に、各種大会、イベン
ト、講演会への出席等、幅広い分野の自己研鑽に努めている。
 
　　　（主な研修等）
　・愛媛県市町教育委員会連合会定期総会（今治市）
　・南予管内市町等教育委員会連合会総会（愛南町）
　・「えひめ教育の日」推進大会（西条市）
　・生涯学習推進大会　等

学識者の意見
・見識を深めるため、幅広い研修の参加に配慮して下さい。

（４）学校に関
する指導・支
援

学校訪問 Ａ A

・６、７月に教育委員及び学校教育室職員が町内全ての小中学校（小学
校６校・中学校３校）を対象に実施した。
　主な内容は、校長から学校経営等についての説明を受け、それに対
する意見交換を行い、帳簿確認、授業参観等実施した後、全教職員と
の意見交換や指導を行った。昼食は子供達と一緒に学校給食を食して
いる。また、施設も巡回し改善箇所の把握に努めた。
・町学校訪問より先の日程で、南予教育事務所の管理主事及び教育長
による町内全小中学校訪問を実施し個別面談等を行った。

学識者の意見
・児童生徒が充実した教育環境の中で学校生活がおくれるよう、なお一
層の指導・支援に努めて下さい。

11



大項目 中　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等

２

教
育
委
員
会
が
管
理
執
行
す
る
事
務

（１）教育行政の基本方針に関すること Ｂ B

・基本的には、毎年県の基本方針に沿った町の基本方針を示している。
　教職員へは、町教育会総会で、教育長が説明し、理解と推進を図って
いる。
・　「ふるさとを愛し豊かな心を育てるまち」を創るため、各分野において
積極的に推進している。
・関係機関等には、毎年発行している『教育要覧』を配布し、推進と啓発
を行っている。
・本報告書（最新版）を町のホームページに掲載して情報等を発信して
いる。

学識者の意見
・引き続き、幅広い情報発信に努めて下さい。
・高齢者等への周知方法の検討をお願いします。

（２）教育委員会規則等の制定又は改廃に
関すること

Ａ A

・国の法律改正等で改正が必要なものについては、通知文書等をも
とに処理している。
・２８年度の主な改正は、招致外国青年任用規則の制定、学校事務
の共同実施組織に関する規則及び個人情報等管理規程の一部改正を
行った。

学識者の意見
・改正等については、内容を把握し十分な精査を行うことにより早
期処理に努めて下さい。

（３）学校その他の教育機関の設置、廃止及
び変更に関すること

Ｂ B

・平成２３年９月の伊方町学校再編計画に基づいて、関係する学校
の保護者及び地元住民と協議を重ねている。
・水ヶ浦小学校の統合については、保護者・地域等と説明会、協議
を重ねた結果、伊方小学校への統合を平成３１年４月１日とするこ
とで同意を得ており、引き続き統合検討委員会等を開催することに
より調整することとしている。

学識者の意見
・跡地の有効活用等、具体的な構想を十分に検討するとともに、統
合に向けて適切な処理に努めて下さい。

（４）教育委員会の所管に属する各種委員
会の委員の任命又は委嘱に関すること

Ｂ A

・例規等に基づく任命又は委嘱を行っている。
（主な委嘱）
・学校医(６人)、学校歯科医（３人）、学校薬剤師（２人）
・学校評議員
・社会教育委員、文化財保護審議会委員
・スポーツ推進委員、スポーツ推進員
・生涯学習センター運営委員会委員、図書館協議会委員
・公民館運営審議会委員等

学識者の意見
・公募（一部）による委員の選出を実現する等、適切に任命・委嘱
がなされていると思います。継続的に実施して下さい。

（５）教育予算その他議会の議決を経るべき
議案の決定

Ａ A

・予算その他議会の議決を経るべき議案については、議会提出前に委
員会で審議している。

学識者の意見
・引き続き、内容については十分な理解を得たうえで決定して下さい。
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大項目 中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（１）
　学校教育に
　関すること

①特色ある
学校づくり

・教育活動の
公開状況

・情報の発信
状況

・地域の教育
力の活用状況

・学校関係者
（外部）評価の
実施状況

Ｂ A

③教職員の
資質・能力の
向上

・研究会の実
施状況

・実践的指導
力の向上

Ｂ B

・保護者には参観日等で授業の公開を行っている。また、年に数
回、公開授業を開催し他校の教諭等がそれに対する授業研究を行
い、授業改善に努めている。
・情報の発信状況は、情報教育協議会で協議・研修を重ね、全学校
がホームページの充実と更新回数を多くすることに主眼を置いて取
り組んだ結果、どの学校も格段にアクセス回数が向上した。併せ
て、学校便りや学級通信などを発行している。
・老人会との三世代交流等を実施し、しめ縄づくりやお祭りの伝承
など、地域の教育力の活用に努めている。
・各学校ごとに学校関係者評価委員を委嘱し、様々な視点から行っ
た学校の自己評価や生徒・保護者の意見集約等について分析を行
い、それに対する評価を受け、今後の学校運営に生かしている。

学識者の意見
・ホームページ、学校便り等により各学校の情報発信ができていると思
います。
・地域の教育力を有効活用するとともに、学校関係者評価等をもとに特
色ある学校づくりを推進して下さい。

②生きる力の
育成と確かな
学力の定着

・学力の定着
向上状況

・道徳の時間
の実施状況

・教育活動指
導員の配置

Ｂ A

・学力向上推進委員会では、全国学力学習状況調査や県学力診断テス
ト・標準学力検査等の結果をもとに分析と授業改善を行い基礎学力の
向上に努めている。
・授業や活動の振り返り等により道徳教育を児童の生活に、より密接に
結びつけるよう努めている。
・思いやりの心を育むために人権教育の推進にも努めた。
・数学、英語教科の学力向上と、きめ細かな授業が実施できるよう教育
活動指導員を配置している。教師の補助的な立場で授業に参画したり、
補充学習を行うなど成果を上げている。
・平成２７年度に町内小学校６校にタブレット３６７台、電子黒板３２台を
整備し、学力向上に努めている。

学識者の意見
・学力検査等の結果分析と授業改善等に引き続き取り組むことによ
り、学力向上に向けて努力して下さい。

・町の研究大会に向けての取り組みや教育会の部会活動等において研
修を積み重ね、資質、能力、指導力の向上に努めると共に、各種研究大
会や研修会に積極的な参加を促し、自己研鑽に努めた。今後伊方町が
教育の情報化を推進するためには教員研修の充実を図るとともに電子
黒板等ＩＣＴ機器を活用した授業に努めることが不可欠である。　また、め
まぐるしく変化する社会情勢に対応できる教職員を目指して個々の意識
改革が重要であり課題でもある。

学識者の意見
・ICTを有効活用し児童生徒の学習意欲を高めるとともに、機器の
使用に際しては教職員の研修等を十分に行うことにより資質向上に
努めて下さい。
・電子機器だけに頼らない授業も必要であると考えます。

④生徒指導
の徹底と健
全育成

・家庭、地域、
関係機関との
連携

・不登校、いじ
め、非行

Ｂ B

・生徒の健全育成に取り組むためには、家庭・地域・学校・関係機関の
ネットワークが重要である。専門的知識を兼ね備え、子どもの置かれた
環境に働きかけ支援するスクールソーシャルワーカーの配置、町補導会
との連携、情報交換等を通じて実態把握に努めると共に、対応策を協議
している。
・不登校やいじめによる相談窓口として中学校１校へスクールカウンセ
ラー、小学校３校へハートなんでも相談員を配置するとともに家庭への
訪問を実施するなどして状況の改善を図っている。また、非行等の未然
防止の取り組みとして、あいさつ・声かけ運動等、継続的な取り組みに
努めている。
・いじめの事案が３件あり、生徒・保護者への聞き取り、指導、ケアにあ
たるともに、関係機関への報告を行った。再発しないよう、教職員が継
続して当該生徒の行動の把握に取り組み、いじめは解消された。
・学校警察連絡会議を発足し、児童生徒の生活に関する情報（主に犯罪
に結びつく事件・事象）を警察と学校担当者（生徒指導）が交換し合い、
組織的な連携を深めることを通して、児童生徒の安全を図ることとした。

学識者の意見
・道徳や人権教育等での指導や関係機関との連携を図り、地域ぐる
みで子ども達を支援する体制を構築して下さい。また、些細なこと
でも見逃さず、できるだけ早い対応をお願いします。
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大項目 中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（１）
　学校教育に
　関すること

⑤特別支援
教育の推進

・家庭、関係
機関との連携
状況

・就学指導体
制

Ｂ A

・教育支援委員会等において、児童生徒についての情報交換や個々
に応じた望ましい教育の推進・方策等を確認した。
・各学校間等でも交流活動を実施する等、体験学習にも力を注いで
いる。
・教育支援委員会等の意見をもとに県へ特別支援学級の設置を要望
している。特別支援学級の認められなかった児童・生徒や学校生活
で支援の必要な児童生徒に対しては、町で特別支援教育支援員を配
置している。小学校４校に５名、中学校１校に２名の支援員を配置
した。

学識者の意見
・今後も児童生徒が充実した学校生活をおくれるよう、継続して支
援員の配置をお願いします。

⑥安心・安全
な学校づくり

・耐震整備状
況

・学校施設の
安全管理・見
守り活動の整
備状況

・学校施設、
設備の整備充
実

Ｂ B

・学校の耐震化については、全学校・教職員住宅において耐震化が行
われている。
・学校施設については、安全面で問題が生じた場合は、優先して補修を
行っている。
・各学校単位で保護者等が中心となり登下校時の見守り活動を実施し
て安全確保に努めている。また、２名のスクールガードリーダーを配置
し、定期的に町内各小・中学校を巡回して、学校安全に対しての改善指
導等を徹底している。
・警察と町教育委員会が「児童生徒を守り育てるサポート制度」を締結し
連携を図っている。
・学校の施設整備に関しては、伊方小学校等プラットホーム改修工事、
三机小学校校舎外部改修工事、伊方中学校手摺設置工事等実施して
いる。

学識者の意見
・施設の安全管理には細心の注意を払い、危険な箇所は早急に対応し
て下さい。
・見守り活動の継続とともに、今後予測される災害にも対処できうる防災
教育の充実を図り、児童生徒が安心で安全な学校生活がおくれるよう努
めて下さい。

⑦学校給食
の運営・管理

・食育の推進
状況

・学校給食の
運営状況

・衛生管理状
況

Ｂ B

・栄養教諭が中心となり、小児生活習慣病予防対策委員会等で食育の
推進に努めた。
・各学校では、親子料理講習を行い食事の改善につながるような取り組
みを実施した。
・学校給食については、安全な食材確保と地産地消に心がけ献立や調
理方法に創意工夫をこらしている。
・健康面で児童生徒に問題事象は発生しておらず、引き続き栄養バラン
スのとれたおいしい給食づくりに努めたい。
・管理面では、毎日ミ－ティングを実施し、職員の衛生管理の徹底を図
ると共に、食材の検収・点検及び安全衛生管理には細心の注意を払っ
ている。
・夏期に行われる衛生管理の研修会にも全員が参加し、習得に努めて
いる。
・調理員の定数確保が近年の課題となっている。
・伊方町学校給食センター統合検討会を開催し、新しい給食センターの
建設場所及び施設の概要等協議し、平成２９年度２学期供用開始に向
け進めている。

学識者の意見
・食育の推進をより深め、地産地消も積極的に取り入れる等、おい
しい給食の提供に努めて下さい。
・調理員の定数確保に努力をお願いします。
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大項目 中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（２）
　社会教育に
　関すること

①学び、伝
え、共に創る
生涯 学習社
会の形成

・生涯学習の
啓発と促進

・生涯学習支
援体制の充実

・高度情報通
信社会に対応
できる人づくり

・図書館活動
の充実

B A

・「生涯学習推進大会」、教育だより「ふれあいいかた」の発行、
公民館各種事業（陶芸教室・趣味講座・男性料理教室・三世代交
流・こども英語スクール・高齢者講座等）を実施し町民の学習意欲
の喚起を図った。
・多くの学習機会を提供し、学習内容に幅をもたせる等の様々な工
夫を行い、町民が学習意欲を自主的に高めるよう支援体制する必要
がある。また、学習を通じて身につけた知識や技術を地域社会に還
元・活用するという考えから、ボランティア活動に対する関心が高
まっており、それらの活躍できる機会や場の拡充、組織づくり等に
努めたい。
・図書館資料の充実と館内・外サービスの徹底
　継続的な図書等の購入及び郷土資料の収集やリサイクル資料の無
償提供を行った。また、保健センターの乳児相談対象者(４・５ケ
月乳児)に絵本の配布を行うブックスタートや図書館より遠い小学
校４校、中学校１校へ児童書の定期配送（１～２ケ月毎約６０冊）
を行う団体貸出等サービスの向上に努めた。
・読書意欲を喚起させるための活動施策の充実
　こどもの読書週間にはガチャガチャを回して出てきた本を借りる
「ガチャ本」や秋の読書週間には「あなたの夢叶えます。－お仕事
小説特集－」の企画展示を行った。本年度、開館１０周年を記念し
た「図書館まつり」を児遊館と共催で実施し、講演会や出張おはな
し会等を催し町民の読書意欲の喚起に努めた。
・地域に根ざした読書支援活動の推進
　ボランティアグループと連携して図書館で毎月２回紙芝居などの
おはなし会を継続開催するほか、保育所や小学校、地域サロンへも
出向いておはなし会を実施している。また、文化の日に合わせた特
別開館を行い工作教室を開催したり、おはなしボランティア養成講
座を開催しグループの育成支援活動を継続して行っている。

学識者の意見
・利便性の面で不便をきたしている地域において、「町民サービ
ス」等が向上するよう努めて下さい。

②家庭、学
校、地域が連
携・ 協働した
青少年の健
全育成

・家庭、地域
における教育
力の向上

・地域におけ
る青少年活動
の推進

B A

・各小学校区単位での青少年健全育成活動事業、小学生国内派遣事
業、えひめ学校支援地域本部推進事業を実施することができた。
・公民館においても子ども球技大会、通学合宿、スキー教室等、地域と
一体となって実施できた。事業の円滑実施にウエートを置きすぎないよ
う、子どもが自ら考えて、行動できるよう支援していきたい。
・補導会会員と相互に協力しながら、児童・生徒の心身の健全育成に努
めることができた。

学識者の意見
・引き続き、健全な青少年の育成に繋がるような事業展開に努めて
下さい。

③自治公民
館活動の充
実と住民意
識の向上

・自治公民館
活動の充実

・地域が主体
的に取り組む
自主活動

B B

・自治公民館は、地区公民館と連携しながら施設を利用する「集会
の場」として活用を図ったり「利用するグループ」の育成を図っ
た。
・地域の「年中行事の伝承」と文化・スポーツ活動の助長、住民の
「生活課題の改善」を図り、「学習の場」として人づくりの推進を
図った。
・館長及び主事は、地域の社会的な活動を担当し、地域内の各種団
体、グループ間の連絡調整を図り、公民館活動の企画推進の中核と
なっており、地域における諸行事や会合に積極的に参画し、リー
ダーとしての役割を果たしている。
・自治公民館活動を実施するにあたっての町内共通課題として、青
少年健全育成のための活動・実践、人権学習の深化(学習から実践
への展開)があげられる。
(自治公民館活動助成事業・・中央公民館所管 ２７事業　町見公民
館所管 ２１事業　瀬戸公民館所管 ６事業　三崎公民館所管 ３３
事業　合計 ８７事業)

学識者の意見
・自治公民館活動の活性化のため、より一層の支援をお願いすると
ともに、公民館内での職員の連携強化に努めて下さい。
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大項目 中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（２）
　社会教育に
　関すること

④地域ぐるみ
の人権・同和
教育の推進

・教育条件の
整備と推進体
制の確立

・人権尊重意
識の高揚を図
る啓発活動の
推進

・人権に関す
る総合的な学
習活動の推進

B B

・今年度も全町民を対象とした地区別人権・同和教育懇談会を開催し、
同和問題をはじめとする様々な人権問題を正しく理解し、差別のない明
るい社会を築くための教育・啓発活動に取り組んだ。３９箇所、８６９人の
参加者。依然として固定化やマンネリの声もあり、参加型の学習形式を
多く取り入れるなど内容の工夫が必要である。また、同懇談会への理解
が得られず未実施の地区への協力を引き続き要請する。
　全体的には、まだ他人事として捉えている人達が多く見られ、参加者
が問題解決に主体的に取り組むための学習内容の方法、共感が得られ
る研修会の在り方が今後の課題である。
・人権フェスタ2016では、恒例の中学生による人権作文、人権学習の発
表「今を生きる～鹿屋・知覧特攻物語～」があり、そのあと、フォークシン
ガー・白鴎大学教育学部教授の山本コータロー氏による「人を愛し、自
然を愛し、平和を愛する～人間らしくイキイキと、違いを尊重しあう社会
へ～」と題しての講演があった。５０１名の参加があり、実りある研修会と
なった。
・各戸への人権啓発資料の配布や広報「人権シリーズ」に研修内容等を
掲載し、町民への啓発を図った。
・今後も人権教育、対策協議会等の関係団体において、より一層の連
携・協力体制を図ると共に、拡がりのある交流活動の展開を目指した
い。

学識者の意見
・地区別懇談会については、参加しない人は何年経っても参加しない傾
向があり、積年の課題となっているが、今後もみんなが参加しやすい懇
談会になるよう努めて下さい。

⑤地域に根
ざした個性豊
かな文化の
振興

・郷土の特性
を生かした文
化活動の推進

・優れた作品
や芸術に学ぶ
機会づくり

・文化財の調
査、研究、保
存及び活用

B B

・公民館においては町民のニーズに応じて各種講座や、教室・研修等を
開催、そしてその集大成としての文化祭（公民館まつり）が伊方・町見・
瀬戸・三崎地域で盛大に開催された。
・恒例の文化公演会では、マギー審司、ニッチェらを迎え開催し、６３５名
の来場があった。この事業は、年々町民へ浸透し、来場者も増加してい
る。
・文化財関係では、佐田岬灯台が３月に国の文化審議会の答申を受け
て国登録有形文化財となることが決定した。
・国の天然記念物である「三崎のアコウ」を保存管理するため、次年度
以降も引き続き具体的な方策等を協議・検討する。
・町見郷土館サポーター組織「佐田岬みつけ隊」は隊員たちの自主企画
として「真夏の夜のしらべ」という蓄音機鑑賞会を開くなど従来から引き
続いて、多様な活動で郷土館をサポートした。
・町見郷土館は耐震性の課題が出て以降２７年度より企画展等を休止
し、館外で外部講師を招く「佐田岬半島のたからもの講座」を実施してお
り、２８年度も松山地方気象台・近代化遺産・縄文時代の食制等多様な
テーマの講演を開催し好評を得ている。
・博物館活動の運営体制整備を協議するため設置した「地域博物館構
想検討委員会」からの「提言書」をもとに佐田岬博物館（仮称）実現へ向
け、協議検討を行った。今後も協議を進めていく。

学識者の意見
・引き続き、地域に根差した文化の振興を図り、伝統文化の継承と文化
財の保存に努めて下さい。
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大項目 中　　項　　目 小　　項　　目
自己
評価

学識者
評価

内　　　　　容　　　　　等

３
　
管
理
執
行
を
教
育
長
に
委
任
す
る
事
項

　（２）
　社会教育に
　関すること

⑥町民総参
加のスポーツ
と健康教育

の推進

・日常生活の中
で親しむ生涯ス
ポーツの普及
振興

・指導体制の確
立と施設の有
効活用

・愛顔つなぐえ
ひめ国体伊方
町実行委員会
開催事業の推
進

Ｂ A

⑦男女共同
参画社会づく
りの推進

・男女共同参
画に関する学
習機会の充実

・地域づくりへ
の女性の参画
促進

B B

・男女が、社会のあらゆる分野に対等の立場で参画し、共に責任を分か
ち合う社会づくりを進めるための学習機会の提供として、「ライフアップ講
座」「日本女性会議」への参加、また公民館事業では「婦人学級」・「紅梅
学級」・「ママさん学級」等を実施した。
・地域づくりへの女性の参画促進については、町女性団体連絡会の活
動を支援し、連携を深めた。
・男性への学習機会の提供や男性が参加しやすい企画等が少なかっ
た。

学識者の意見
・引き続き、学習内容の創意工夫を図ることにより、より楽しむこ
とができ、より参加しやすい環境づくりに努めて下さい。

　・恒例となっている伊方町バレーボール教室、夏季体育大会、愛媛ス
ポレク祭伊方町大会や各地域の駅伝等を開催した。また、６回目となっ
た佐田岬マラソン大会2016では９２７名のエントリーがあった。
・体育協会及びスポーツ推進委員、スポーツ推進員等の関係機関との
連携で各種スポーツ、レクリエーション事業を円滑に実施することができ
た。
・平成２９年開催の愛顔つなぐえひめ国体バレーボール競技会(成年女
子)を成功させる為、日本バレーボール協会及び愛媛県バレーボール協
会等との連携強化を図り、開催準備を急ピッチで実施した。また、平成２
８年４月に国体準備室から国体推進室へと室名が変更され、職員数も
専任３名、兼任１名と増員され、えひめ国体開催に向け推進体制の強化
が図られた。
○伊方町実行委員会第２回常任委員会・総会の開催
○県協会４市町連絡会の開催
○えひめ国体リハーサル大会の開催
○いわて国体の視察
○国体組合せ抽選会の視察
○各種啓発活動の実施

学識者の意見

・ひとりでも多くの方が日常生活の中で親しみ、生涯を通じて楽しめるよ
うなスポーツの普及と振興に努めて下さい。
・平成29年開催の国体バレーボール競技会に向けてのリハーサル大会
の成果評価と本競技会の成功を期待しております。
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１８ 

Ⅴ 総 評 

 

平成２８年度伊方町の教育に関する事務の点検・評価を学識経験者の知見を

活用して行い、各項目ごとにおける改善策等の方向性を改めて確認することが

できました。 

学校教育分野においては、「生きる力の育成と確かな学力の定着」を目指し

た取り組みが引き続き重点目標であることを確認するとともに、家庭・学校・

地域・関係機関との一層の連携強化、そして急速に進展する社会の変化に対応

できる教職員の育成や教育力の向上を図る取り組みが重要となってきます。 

今後、児童生徒の学力向上を図るため、全国学力学習状況調査や県の学力診

断テストなどの結果を分析したうえで課題を見つけ、授業研究や家庭学習・生

活習慣の改善などの取り組みを強化していきたいと思っております。 

また、児童生徒が安全で安心して学校生活を送ることができるよう、いじめ・

不登校対策や学校施設の安全対策の充実に、より一層努めていきたいと考えて

ております。 

社会教育分野においては、各種学級・講座やイベント等を実施するにあたり、

常に町民のニーズを把握しマンネリ化にならないよう努めることが大切です。 

町民が生涯にわたり生き生きと暮らすために、様々な活動の場の設定や情報

の発信等が求められております。 

さらに、町民の文化意識を向上させるために、学社及び地域と連携を図りな

がら、できるだけ幼少期から文化に親しむ機会を設定する取り組みが重要であ

ります。また、図書館事業をより充実させるため、広報活動や移動図書館等、

様々な角度から改善策を講じていきたいと考えております。 

伊方町が今後も住みよい町として発展し続けるため、町民一人ひとりの課題

として人権同和問題学習を継続的に取り組み、思いやりの心を育んでいくこと

が、将来の町づくり・人づくりの基盤につながってくると信じております。 

最後になりますが、教育委員会として事業の有効性や達成度を常に意識する

とともに、毎年度の反省を踏まえ、改善を図りながら長期的な視点に立った教

育行政を体系的に推し進めていきたいと考えております。 

 


